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SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）／ 
（総予算  約500億円/年, H26年度より5年間）	

2	

SIPの概要　　　　　　　　　　
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SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）／ 
（10の対象課題と26年度の配分予算）	
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SIPにおける10の対象課題　　　　　　　　　　
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研究テーマ名　 

　「リアクティブ３Ｄプリンタによるテーラーメイドラバー製品の 
　　 設計生産と社会経済的な価値共創に関する研究開発」	

研究開発責任者（所属）：  貝原俊也（神戸大学）	

	

　　　　　　実施機関：国立大学法人神戸大学、兵庫県立工業技術センター	

　　　　　　　　 　　　　（独）産業技術総合研究所、民間企業６社	

SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）／革新的設計生産技術　　　　　　　　　　
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 IoTベースものづくりの事例　　　　　　　　　　

•  Industrie 4.0 
–  製造業高度化に向けた産官学共同のプラン 
–  生産拠点としてのドイツの未来を確実なものにするため施策 
–  CPS (Cyber-Physical Systems)による変革 

•  考える工場“Smart factory”，考える機械“Smart machine”の実
現 

•  IIC（Industrial Internet Consortium） 
–  AT&T, Cisco, GE, IBM, Intelを中心に設立 
–  米国のみならず，世界各国の企業が参加（143社） 
–  IoTをベースとしたBigデータ解析と実世界をつなぐ共通のアー
キテクチャの考案・標準化 
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本プロジェクトの位置付け（ユーザのValue in Use）　　　　　　　　　　

Data	  
Management	  

System	  via	  Cloud	  
Compu?ng	  

Consumers	  and/
or	  Users	  

Delightness	  

Data	  
Management	  
System	  via	  CPS	  

•  SoCware	  Interface	  PlaGorm	  to	  
collect	  data	  from	  differen?al	  
consumer’	  perspec?ves	  

•  Data	  Security	  Systems	  from	  Cloud	  
Compu?ng	  Providers	  

•  Op?misa?on	  Selec?on	  
and	  Specifica?ons	  

•  Trade-‐off	  Decision	  
Customisa?on	  and	  
Order	  fulfilment	  

•  SoCware	  Interface	  PlaGorm	  to	  
collect	  data	  from	  M2M	  	  

•  Data	  Security	  Systems	  from	  	  
　　M2M	  

Consumer	  sa?sfac?on	  
•  Performance	  Data	  
•  Status	  and	  Timeline	  

to	  receive	  products	  

Suppliers	   OEM	   Distributors	  

•  Con?nuous	  
interac?ve	  data	  
acquisi?on	  

•  Movement	  analysis	  
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デジタルヒューマン工学

インタラクティブデザイン生産・流通・販売システム

テーラーメイドラバー技術

リアクティブ３Dプリンタ

クラウド型テーラーメイド生産システム ユーザと供給者のコミュニケーションデザイン

人体のデジタル機能モデル

  本プロジェクトの概要と特徴

適用

分析

設計

運用
価値共創
ループ

ユーザ (市場) 

製品・価値プロデューサ 

「育てる」人工物！

計測・　　　
デジタル　
モデリング

プロダクト　　　　
イノベーション

製造・　　　
加工・提供

プロセス　　　　
イノベーション

(使用)

背景：地域資源である神戸のラバー産業およびシューズ産業に着目し，テーラーメイド・シューズを先導的
　　　モデルとする「革新的設計生産技術」のテーマに取り組む．	
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設計・製造現場

流通・小売現場

消費者・家庭

物流現場

IoT(Internet of Things)とIoV (Internet of Value)

•  3Dプリンタを活用したテーラーメイドの価値共創を目指しており，設計/製造現場・流
通/販売現場・消費者をIoTによりシームレスにつなげるシステム化を構築

•    モノを媒介した交換価値の提供から，使用価値や文脈価値をダイレクトにデザインし
提供することで，価値共創に基づいた消費者の豊かなライフスタイルの創出を実現

•  ここで目指すものは，設計情報も使用価値や文脈価値の源泉と広く捉えることで，IoT
の概念を超えた価値のインターネット(IoV: Internet of Values) の実現
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社会的交渉 
メカニズム

  生産システム分野：マルチエージェントシステムによる「考える工場」の実現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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社会的交渉メカニズム（M2M通信アルゴリズム）	  
	  -‐ オークションベースの最適化，市場概念の競争と均衡化，ゲーム理論，他	

実仮想融合型生産システム (貝原, 2011)
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要求性能＠靴底

積層造形タイプ	 ABS	樹脂造形	 インジェクション造形	 粉末積層造形	

価格	 ¥	160	-	800	万	 ¥	3500	-	4200	万	 ¥	4000	-	15000	万	

メリット	 低価格	 複数材料を同時成形	
実材料と同じ物性値	

(	ナイロン	)	
金型成形も可能	

デメリット	
単一材料のみ成形	
材料強度：極弱い	

材料強度：弱い	
高価格	

備考	
成形ピッチ：	

0.178	-	0.33mm	
成形ピッチ：	

0.016	-	0.030mm	
成形ピッチ：	

0.06	-	0.18mm	

現状＠3Dプリンタ 
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出口戦略　　　　　　                  　                                                                                            　　　他製品への応用展開性

インソール：52億円
ウォーキングシューズ：40億円

ランニングシューズ：230億円

ビークルグリップ：30億円

手術シミュレーター：50億円

サポーター：230億円

建築用ガスケット：2億円

現場加工用パッキン：22億円

パンプス：40億円

スポーツ用品

パワーアシスト

KAWASAKI 
HEAVY 
INDUSTRY

NABTESCOYASOJIMA PROCEED　KOBE

SUMITOMO 
 RUBBER ASICS

 
 

 
 

 
 

 
 
 

IoV

リアクティブ３Ｄプリンタ

シューズ

介護・医療建築

工具

DAIHEN　KOBE

KAWABE　SEIMITU

FUJI　GLOVE

介護用品：390億円

KAWAMURA CYECLE

＊赤ローマ字は兵庫県に本社か開発拠点がある企業

身体形態因子で
個人適合が可能  

身体運動因子で
個人適合が可能  
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神戸新聞朝刊(2014/10/15)	 日刊工業新聞(2014/10/21)	

新聞記事　　　　                                            　　　

読売新聞朝刊(2014/10/24)	
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  まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

製品・価値
プロデューサ

技術革新

ビジネスモデル革新

ユーザ

市場

新製品・市場の創出

生活革新

「考える工場」と「育てる人工物」の実現を目指して！
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